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ＩＣカード規定 

（令和２年４月１日現在） 

１．（カードの利用） 

(1) 普通貯金（利息を付さない旨の約定のある普通貯金無利息型（決済用）、総合口座取

引および総合口座(普通貯金無利息型)取引の普通貯金を含みます。以下、同じです。）、

営農貯金、貯蓄貯金およびＪＡカードローン（キャッシュカード）について発行したＩ

Ｃチップを搭載したＩＣキャッシュカード（以下、これらを「カード」といいます。）

は、それぞれ当該貯金口座または貸越口座について、次の場合に利用することができま

す。 

ただし、カードローンの貸越、返済についての利用は、当組合とカードローン取引約

定のある場合に限ります。 

  ① 当組合、当組合が提携した他の農業協同組合（信用農業協同組合連合会を含みます。

以下、「提携組合」といいます。）および当組合がオンライン現金自動預入機の共同利

用による現金預入業務を提携した金融機関等（以下、提携組合も含めて「入金提携先」

といいます。）の現金自動貯金機（現金自動預入払出兼用機を含みます。以下、「貯金

機」といいます。）を使用してカードローンの貸越の返済、普通貯金、営農貯金また

は貯蓄貯金（以下、これらを「貯金」といいます。）に預入れをする場合（以下、こ

れらの取引を単に「入金」といいます。） 

  ② 当組合および当組合がオンライン現金自動支払機の共同利用による現金支払業務

を提携した金融機関等（以下、提携組合を含めて「出金提携先」といいます。）の現

金自動支払機（現金自動預入払出兼用機を含みます。以下、「支払機」といいます。）

を使用してカードローンの貸越を受け、または貯金の払戻しをする場合（以下、これ

らの取引を単に「払戻し」といいます。） 

  ③ 当組合、提携組合および当組合が振込業務について提携した金融機関等の自動振

込機（振込を行うことができる現金自動預入払出兼用機を含みます。以下、「振込機」

といいます。）を使用してカードローンの貸越を受け、または振込資金を貯金口座か

らの振替えにより払戻し、振込の依頼をする場合 

  ④ 当組合と所定の契約を締結し、かつ日本マルチペイメントネットワーク運営機構

所定の収納機関規約を承認のうえ、運営機構に収納機関として登録された法人等（以

下「マルチペイメント収納機関」といいます。）に対して、当組合の振込機を使用し

て、カードローンの貸越を受け、または振込資金を貯金口座からの振替えにより払戻

し、税金・各種料金の払込サービス（以下「Pay-easy（ペイジー）」といいます。）を

利用する場合。また、当組合と同一都道府県内にある提携組合が所定の契約を締結し

たマルチペイメント収納機関に対して、当該提携組合の振込機を使用して、カードロ

ーンの貸越を受け、または振込資金を貯金口座からの振替えにより払戻し、Pay-easy

（ペイジー）を利用する場合 

  ⑤ その他当組合所定の取引をする場合 

 


